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外資系企業への就職を検討している方や、
そこで活躍したいと考えている方へ

「あるある」シリーズ：

グローバル企業あるある、外資系企業
でよくあること
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スイスに本部のある外資系企業の日本法人に勤めています。

全世界の国々にビジネスを展開しているグローバル企業ですが、
グローバル企業ならではの「あるある」と思われる、特徴的なよくあ
ることを書き連ねてみました。グローバル企業である外資系企業の
特徴や日系企業との違いなどを感じてもらえればと思います。

はじめに
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• 英語必須
当たり前だけど英語は必須です。

グローバル企業（外資系企業）では英語が基本的に公用語だと思い
ます。

これは国際的な場では英語が使用されることが多いのと同様に、い
ろいろな言語を話す人たちが集まる場では必ず英語が共通に通じる
言語として使われることからも妥当なことでしょう。

そのため英語圏以外の国の会社でも、例えばヨーロッパのイギリス
以外の国の会社でも英語が会社の公用語になっていると思います。
（ちなみに私が勤務する会社はスイスに本社がありますので、もちろ
ん英語が公用語です。）最近では日本の企業もグローバル企業を目
指している企業は公用語を英語にしているのは自然なことではない
かと思います。

以前、中国・韓国の人たちと英語で話をしていて思ったのですが、お
隣同士の国で漢字という共通の文字を使用する国にもかかわらず、
コミュニケーションをするためには皆にとって外国語ではある英語を
使っている光景はなんだか不思議な気がしました。現状では英語が
世界中の人たちとコミュニケーションをするための一番有効なツール
であることは間違いないと思います。

グローバル企業あるある、外資
系企業でよくあること（その１）：
英語必須

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ
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• 英語学習補助
英語学習の手助けはあります。（ありましたかな？）

社員の英語能力を向上させるために、会社は社員の英語学習には
積極的に手助けしてくれます。

もちろん業務上英語が必要なので、社員がその能力を習得しなけれ
ばならないという面はあると思いますが、そのために私の会社では
以前は会社の費用負担で就業時間中に英語学習クラスの時間が与
えられたり、休日に集中学習クラスの機会を設けてくれました。（土日
で合宿みたいに泊まり込みのクラスもありました。）

私が入社したころは入社するために英語能力が必須ではありません
でしたので、入社してから英語能力を身に着けるという時代だったの
かと思います。ところが、最近では以前のような会社が提供する英語
学習補助がなくなってきており、社外の英語学習（英会話学校など）
に対する費用の一部補助はまだありますが、自ら英語を学習する必
要が出てきました。

今では新卒で入社する人のほとんどが業務で差し支えない程度の
英語能力を身に着けており、会社が補助をする必要性があまりなく
なってきているようです。とはいえ、まだまだ私を含めて英語が苦手
な方が少なからずいますので、会社には英語学習補助の手は引き
続き差し伸べてほしいものです。

グローバル企業あるある、外資
系企業でよくあること（その２）：
英語学習補助

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ

https://toyoshisatoh.jp/global_company/global_company_2/
https://toyoshisatoh.jp/


7

• 社内英語検定試験
英語の能力が測られます。

社員の英語能力がどれくらいあるのかを測定するために、会社で定
期的に検定試験があります。
検定するための試験としては、TOEICなどの一般的な試験制度を

ベースに英会話の能力測定を加味した会社独自の検定制度が設け
られています。おそらく一般的な試験制度だけではビジネスの場面
で必要な実務的な英語能力の測定には不十分だからだと思われま
す。特に仕事の現場で業務について英語でコミュニケーションするの
は、読み書き以外の聞く話す能力だけではなくコミュニケーション能
力自体も随分問われるように思います。例えば、日本語でも十分に
コミュニケーションができなければ、英語でコミュニケーションなどで
きるはずがありません。

また、検定制度も年を経ると変わっていきます。私が入社してからも
３回ほど検定制度が変わり、その度に試験点数の体系も変わりまし
た。英語能力をどのような側面からでも計測できる万能な検定制度
はないでしょうから、都度その時点で最適と思われる検定制度に改
定されていると思います。

検定試験を受ける身としては、たまたま高得点が取れたりするとそれ
以降は試験を受けずにその得点を維持しておきたいという気持ちに
なるのですが、定期的に試験は受けなければならないので、最終的
には自分に相応の点数に収束されていきます。付け焼刃は無理で
す。やはり日ごろの地道な努力で英語能力を向上させるしかないで
すね。

グローバル企業あるある、外資
系企業でよくあること（その３）：
社内英語検定試験

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ
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• 昇格には英語が必要
英語が上手な方が有利？

普段日本のお客様や取引先とは英語を使う必要はほとんどありませ
ん。そのために特に工場や営業の現場では日本語を正しく使うこと
が要求されます。しかし、社内で特に上級管理職などと会議やコミュ
ニケーションする場合は、相手に外国人が多いということもあり英語
を使う必要があります。したがって、英語が上手な方がやはりうまくコ
ミュニケーションできますので、上級管理職にとっても英語が下手な
人よりかは一緒に働きたいと考えるのは無理もないことだと思います。

実際一定以上の等級に昇格するためには、ある程度の英語能力が
求められています。しかしながら、英語が上手なだけで業務能力や
管理能力がない人が昇格することはありませんので、そのあたりは
昇格条件が英語第一ということではありません。例えば、営業の現
場ではあまり英語ができなくてもある程度の昇格ができるようには
なっています。

私の会社は外資系企業なので帰国子女などで英語が流暢な方は多
いのですが、時々発想や考え方が突き抜けているのか私にはまった
く理解できない言動をされる方がいます。その方の言動が正しくない
ということではありませんが、大方の日本人には受け入れられないよ
うです。やはり当たり前かもしれませんが、英語が上手なだけでもダ
メですね。

グローバル企業あるある、外資
系企業でよくあること（その４）：
昇格には英語が必要

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ
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• 英語が母語でない方の英語
英語にもいろいろなバリエーションがあります。

社内ではどこの国の方でもコミュニケーションには英語が必要なので、
英語圏の国以外の方は母語ではない英語を使うことになります。そ
のため、私自身はネイティブスピーカーではないので、英語が母語で
ない方の英語がどのように聞こえるのかはわかりませんが、日本人
の私が外国人の方の日本語を聞いて、意味は分かるが少し発音や
言い回し、表現などが奇異に聞こえる場合があるのと同様に、おそら
くネイティブスピーカーには様々に聞こえているのだと思います。

一方、私にとってネイティブスピーカーの方の英語は速いことを除け
ば聞きやすいですが、英語が母語でない方の英語はそれぞれ独特
な特徴があり、いろいろな発音やイントネーションがあります。

例えば、ヨーロッパの国の方の英語は比較的わかりやすいのですが、
それでもフランス語やドイツ語などの各国の発音の特徴などが少し
あったりします。

また、インドの方の英語は私にとってはとても速くて発音が聞き取り
にくくわかりづらいです。彼らの英語はとても流暢なのですが、私に
はすこし巻き舌のように聞こえ、抑揚があまりなく言葉をとらえづらい
です。東南アジアの方の英語も独特で、最近はベトナムの方の英語
を聞く機会が多いのですが、これも慣れないと聞き取れないことが多
いです。

自分の英語を振り返ってみると、英語自体が拙いということもあるか
もしれませんが、聞き返されることも多いので、やはり発音やイント
ネーションが日本人独特のものになっているのでしょう。

グローバル企業あるある、外資
系企業でよくあること（その５）：
英語が母語でない方の英語

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ
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• 異文化組織
私が働く会社は多国籍企業です。

会社の本部がスイスにありますが、スイスはヨーロッパの中でも他国
に対して比較的オープンな国のように思います。周りはフランス・ドイ
ツ・イタリアなど大国に囲まれていますが、スイス自身は小さな国で
すので、昔から自国以外に目を向けていたようです。そのため、昔か
ら他国に進出しており、スイス本部でも各国から人が集まって働いて
いますし、経営陣の国籍も豊かです。

日本の社内でも数は多くはありませんが、いろんな国の人たちが働
いていますし、それぞれの文化も多様です。そのような異なる文化が
共存するためには、異文化に対してはオープンになる必要がありま
す。どの考え方や行動が正しいということではなくて、違った考え方
や行動があるということを理解しなければなりません。

私も若いころは、なぜそのような考え方をするのだろうかとか、それ
は間違った行動ではないのかと悩んだこともありましたが、今では世
界で唯一正しい考え方や行動というのはないと理解しています。

仕事をするうえではみんな同じ目標を達成するために働いています
ので、その観点では同じ気持ちで一緒に働けますし、また同じ人間で
すから根本の部分は同じだと感じます。いまでも時々なぜと思ったり
することもありますが、すぐに気持ちを切り替えられるようになりまし
た。

なお、日本人だけの職場ではやはり日本人の価値観がベースで働
けますので、思いっきり日本人として行動しています。

グローバル企業あるある、外資
系企業でよくあること（その６）：
異文化組織

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ
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• いろいろな生まれ育ち
「日本育ちの外国人」と「海外育ちの日本人」

一昔前であれば、社内には日本で生まれ育った日本人と海外で生ま
れ育った外国人と大きく二通りに分けることができましたが、最近は
いろいろな生まれ育ちの方が増えてきています。

まず最近の大きな特徴としては、日本語がわかる外国人が増えたと
いうことかと思います。海外から日本に赴任してくる方は基本的にそ
れぞれの国でのエリートが多いので、大変優秀な方が多いです。そ
のため、日本に来てから日本語をある程度習得される方もいますし、
最近はそもそも日本に来る前から日本語が達者な方もおられます。
また、日本で採用する方の中にも日本語がわかる外国人が増えてき
ています。そのおかげで、私たち日本人も日本語でコミュニケーショ
ンできますので、大変助かっています。例えば、話すときは自分の母
語の方がよいので、私が日本語を話す一方、相手は英語を話して会
話をするような状況が発生しています。

また、中には日本育ちの外国人がおられますので、かれらはほとん
ど日本語に不自由することはありません。彼らを見ているとまさにバ
イリンガルだなと感心します。そして、逆に海外育ちの日本人もいま
すが、かれらは英語に不自由することがありませんので、私には大
変うらやましく思われます。ただし、彼らの中には海外生活が長かっ
たためか海外思考の方もいて日本人離れしている発想の方もおられ
ます。

改めて顔かたちだけではその方の母語が何かは分からないというこ
とと、近年日本も含めて世界中をいろいろな人たちが行き来している
ので、生まれ育ちがバラエティに富んできているのかなと思います。

グローバル企業あるある、外資系企
業でよくあること（その７）：「日本育ち
の外国人」と「海外育ちの日本人」

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ
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• あ・うんの呼吸は通用しない

外国人に対しては、相手に要望することを細かく伝えないとこちらの
期待通りにはなかなか動いてもらえません。日本人同士なら言葉に
しなくてもある程度相手の気持ちを察してお互いに行動をしますが、
そのような日本人にとっては当たり前のことが通用しません。

日本にいる外国人ならばまだ日本人のそのようなコミュニケーション
を知っているのである程度理解してもらえますが、これが海外の外国
人であればまったく通用しません。

例えば、何かシステムで問題が発生してその解決を依頼する場合に、
日本人はその問題の根本的な解決をしてその他にも関連の問題が
起きていないか調査してもらうことを期待しますが、それらははっきり
としてほしいと伝えない限りその問題に対する応急処置がされるだけ
で対応完了となることが頻繁にありました。

確かにその問題だけを見れば応急処置であっても問題解決されてい
るので依頼に対応したことになるのでしょうが、私としては根本解決
や関連問題の調査をしてもらうことも仕事であれば当然のことと考え
ているため、非常にフラストレーションが溜まることが多かったです。
このことについて苦情を言うとそんなことまでは依頼を受けていない
と言われたこともありますし、日本にいる外国人からは日本人ははっ
きりとモノを言わないと指摘をされたこともありました。

いずれにしろ、どちらが正しいということではなく、常にあ・うんの呼吸
が通用するわけでないと考えて相手によっては要望することを細かく
伝えないといけないですね。

グローバル企業あるある、外資
系企業でよくあること（その８）：
あ・うんの呼吸は通用しない

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ
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• 職務範囲が明確
自分の職務範囲以外は対応しない。

私の会社では各自自分の職務範囲を規定した職務記述書があり、
どのような仕事をするべきかまたは期待されているかが決められて
います。自分の担当が明確なので、それぞれの仕事を誰がすべきか
について議論になることは基本的にありません。

しかしながら、新しい業務が増えたり何か問題が発生したりして、職
務記述書にカバーされていない仕事が発生した場合は、誰も担当を
しないか誰が担当をするかで議論になったりします。このような場合
に日本人であれば、自ら担当を申し出てくれる奇特な（有難い）方が
いたり話し合いで担当を決めたりすることが、すべてそうであったわ
けではありませんが割と多かったと思います。

ところが、海外の担当者とこのような状況になった場合は、彼らは自
分たちの職務範囲以外の仕事については基本的に対応をしようとし
てくれません。自分の職務範囲以外のことはできないし、責任が持て
ないというわけです。ある意味適切な対応だとは思いますが、日本
人の私としてはもう少し融通を利かせてほしいと思ってしまいます。

もしこれが何か問題が発生した場合であれば、悲惨です。誰もが自
分の担当ではないとたらいまわしにされて結局問題解決がされない
ままになってしまいます。これは日本人でもよくあることですが、最終
的にはどこかで誰かが対応をしてくれることが多いと思います。しか
し、海外の担当者にはまずは誰かに自分の仕事だと理解させること
が必要になりますので、これが大変苦労をします。（やれやれ）

グローバル企業あるある、外資
系企業でよくあること（その９）：
職務範囲が明確

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ
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• 文書作成が重要
口頭の依頼だけでは仕事しない。

海外の担当者に仕事の依頼をする場合は必ず文書で依頼をする必
要があります。口頭で頼みごとをしてもそのまま仕事を引き受けてく
れるわけではなく、定型の手続きに則って決められたフォームなどに
必要事項を記入して依頼をしなければなりません。

もちろんどの会社でも文書で仕事のやり取りをするのが基本ですが、
本当に些細な依頼であれば日本人なら口頭やメールの依頼でも引
き受けてくれると思われることでも文書作成を求められます。

特に緊急の場合は口頭やメールで依頼することが多いと思いますが、
その場合でも文書作成を求められて辟易した経験があります。以前
ある社内システムがダウンして使えなくなったために海外の担当者
にすぐに対応を求めたところ、決められたフォームに必要事項を記入
して決められた窓口に連絡するように言われたときはさすがに頭に
きた経験があります。

確かに文書でやり取りすることは、お互いの理解の齟齬を防いだり、
文書が業務記録にもなるために大変重要なことだと思います。また、
記録に残る仕事が彼らのパフォーマンス評価にもつながりますので、
記録に残りにくい仕事は敬遠されがちなことも理解はできます。

しかしながら、私としては些細なことであれば口頭やメールの方がお
互いに負担にならないし、緊急の場合は後付けで文書作成するので
即時対応してほしいとつい思ってしまいます。

グローバル企業あるある、外資
系企業でよくあること（その１０）：
文書作成が重要

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ

https://toyoshisatoh.jp/global_company/global_company_10/
https://toyoshisatoh.jp/
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• 職場で外資系企業を感じるとき

どの国でも現場の仕事は現地語ですから、職場では普段は日本語
を使います。もちろん、お客様や取引先は日本人・日本企業なので
対応は日本語が必須です。ただし、社内の公式な文書は必要に応じ
て英語の文書にします。また、外国人を含む会議などでは基本的に
英語を使用しますが、議論が白熱したり細かなニュアンスを伝えると
きは思わず日本語を使ってしまいます。

ハンコはほとんど使いません。社内文書は基本的に署名を使用して
短縮サインなども使用します。また、管理職は自分の署名を会社に
登録して公式文書に使用します。取引先などとやり取りする文書に
はハンコはあまり使わずに署名で受け付けてもらうようにしています。

日付の表記が違います。官公庁関連の文書以外は、日本の元号は
ほとんど使わず西暦を使用します。また、日付は英語表記をよく使い、
ヨーロッパで使われる日月年の順番で表記します。例えば、2018年
12月22日は、22/December/2018となります。入社当初はこの表記に

なかなか慣れずに、日付が数字ばかりで表記されていると一体いつ
なのかよく迷ったものですが、今はプライベートでもこの表記を使った
りするようになりました。

グローバル企業あるある、外資
系企業でよくあること（その１１）：
職場で外資系企業を感じるとき

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ

https://toyoshisatoh.jp/global_company/global_company_11/
https://toyoshisatoh.jp/
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• 時差を意識する

日本国内だけで仕事しているときには時差を意識することはありま
せんが、他の国の担当者と仕事をする場合は時差を意識することに
なります。つまり、各国の勤務時間が時差によりずれているので、そ
れを考慮して仕事をする必要があります。何か連絡をする場合で特
に急ぐ必要のないときは時差を気にする必要はありませんが、緊急
などですぐに回答が必要な場合は彼らの現地時間で今何時なのか
を確認します。

例えば、以前私が社内システムの担当をしていた時はシドニーにあ
るデータセンターでシステムを稼働していたので、そちらの担当者に
連絡をする場合は午後４時までに連絡をしないとその日中に連絡が
つかないことがありました。なぜなら、シドニーとは２時間の時差があ
り日本時間で午後４時は彼らの現地時間で午後６時なので、担当者
がすでに退社していることがあったからです。

また、ヨーロッパの国と電話やテレビ会議をする場合は通常は日本
時間の夕方から開始することになります。例えばスイス本部が各国
と会議をする場合は、会議を２回に分けて日本を含めたアジアや中
東の国々とは彼らの現地時間で早朝に行い、南北アメリカの国々と
は夕方に行うことですべての国々と会議を行います。

このように全世界で見れば２４時間どこかの国で必ず働いています
ので、アジア・ヨーロッパ・アメリカの順番で８時間ごとに仕事を回して
いけば、２４時間サポートの仕事などができることになりますね。

グローバル企業あるある、外資
系企業でよくあること（その１２）：
時差を意識する

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ

https://toyoshisatoh.jp/global_company/global_company_12/
https://toyoshisatoh.jp/
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• グローバルソリューション
グローバルソリューションは役に立つ？

グローバル企業では本部が策定した仕事のやり方やシステムをグ
ローバルソリューションとして各国に導入して使用するところが多い
かと思います。私の会社でもあらゆる業務分野でスイス本部が策定
したグローバルソリューションを導入して使用することを求められます。

以前私が担当していた社内システムもグローバルソリューションとし
てすべての国に同じシステムが導入されて使用するようになりました。
グローバル企業として各国に同じ社内システムを導入して管理がで
きることは本部にとって大変なメリットがあることは容易に想像できま
すので、これは意義のあることというのは理解をしています。また、各
国がそれぞれ独自にシステムを構築する必要もないので、大変効率
的なやり方でもあります。しかしながら、各国によって仕事のやり方
や商習慣など業務の進め方が異なる部分がありますので、同じシス
テムを適用することはどこかで問題が生じてきます。

グローバルソリューションを導入するときには、そのシステムに合わ
せて業務のやり方を変えるのが基本的な導入の仕方ですが、社外
の関係者にまでそのやり方を押し付けることは難しいことが多いので、
そこで各国で様々な工夫や独自対応が必要になります。実際に日本
独自の商習慣のためにグローバルソリューションだけではカバーで
きない業務があり、日本独自の社内システムを構築してグローバル
ソリューションと連携して使用するように独自の対応をしています。

このような状況を考えると、グローバル企業にとってグローバルソ
リューションは役に立つ面だけではなくいろいろな考慮が必要かと思
います。

グローバル企業あるある、外資系企
業でよくあること（その１３）：グローバ
ルソリューションは役に立つ？

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ

https://toyoshisatoh.jp/global_company/global-company-13/
https://toyoshisatoh.jp/
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• グローバルソリューション－２
グローバルソリューションは日本に合わない？

グローバル企業が各国にグローバルソリューションを導入する場合
は、基本的に同じ仕事のやり方や同一システムをすべての国に導入
することになります。しかしながら、当然国によってビジネス環境や商
習慣また仕事のやり方が違うために、すべての国でそのまま使用で
きる標準のグローバルソリューションは存在しません。

そこで、どのように標準のグローバルソリューションを策定するかとい
うと、平均的な国のビジネスを基準にしてその国の仕事のやり方や
システムに合わせて策定することが多くなります。すると、どうしても
それより先進的な国やそこまで発展していない国では合わない部分
が出てきます。日本はほとんどの分野で先進的でありまた日本独自
の商習慣などがあるために、どうしてもグローバルソリューションでは
カバーされないあるいはそのままでは使用できないということがよく
あります。例えばEコマースの分野では日本は間違いなく先進的な国
ですので、Eコマースビジネスをこれから始めようという国であるとか
すでに実施していてもそれほど複雑なEコマースビジネスではない国
では日本で必要と思われるEコマースのシステム機能は必要ありま
せん。しかし、グローバルソリューションとしてEコマースシステムを策

定しようとすると、どうしても平均的な国が必要とする機能しかグロー
バルソリューションに実装しないことになります。つまり、日本ではそ
のままでは使用できないので独自対応が必要になります。

このように平均的な国を基準にしたグローバルソリューションは日本
では合わないことが多いので、グローバルソリューションを日本に導
入する場合はよく苦労します。やれやれ。

グローバル企業あるある、外資系企
業でよくあること（その１４）：グローバ
ルソリューションは日本に合わない？

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ

https://toyoshisatoh.jp/global_company/global-company-14/
https://toyoshisatoh.jp/
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• グローバルソリューション－３
グローバルソリューションは提供されるより作るべき？

グローバル企業で導入するグローバルソリューションは本部・本社が
策定・作成することが基本だと思います。つまり、どこかの国がグ
ローバルソリューションを策定して、それをその他の国が導入をする
ということはあまりないと思います。ではどのようにしてグローバルソ
リューションが策定されるのでしょうか。

例えば、どこの国でも導入されていない仕事のやり方やシステムを
そのままグローバルソリューションとして導入することはリスクを伴い
ますので、すでにどこかの国で実施されている仕事のやり方やシス
テムを基本にグローバルソリューションとして策定するか、まったく新
しい仕事のやり方やシステムをどこかの国でテストしてグローバルソ
リューションとして策定することになるかと思います。

そこで、自分の国ですでに実施している仕事のやり方やシステム、つ
まりローカルソリューションをグローバルソリューションとして策定でき
れば、その国は苦労せずにグローバルソリューションを導入できるこ
とになります。
日本はEコマースの分野では先進的な国ですので、現在私の会社で
導入実施しているEコマースのシステムをグローバルソリューションと

して策定して、これを他の国に導入するようにしたいと考えています。
ただし、それを実現するにはシステムの問題だけではなく社内政治
的な問題も解決しないといけないのですが。

グローバル企業あるある、外資系企
業でよくあること（その１５）：グローバ
ルソリューションは提供されるより作る
べき？

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ

https://toyoshisatoh.jp/global_company/global-company-15/
https://toyoshisatoh.jp/
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• 本部・本社のガバナンスが強い

グローバル企業は本部・本社の権限が大変大きいです。各国の現
地法人で独自に何かすることは基本的には許されていません。つま
り、現地法人には基本事業戦略などについてあまり権限が委譲され
ていません。

現地法人が新しい事業や製品開発、新商品・サービス販売、新業務
開始など何か新しいことをするにしても必ず本部・本社の承認を取る
必要があります。ただし、本部が各国の現地の状況を必ずしも詳しく
知っているわけではないので、現地の状況を説明するところから始
めなければならず承認を取るのにたいてい時間がかかります。早急
に何か始めたい場合は承認を取るまでが大変なストレスになったり
もします。

そこで、場合によっては本来本部に事前報告が必要と思われる時で
も本部に報告せずに現地で新しいことを実施することがあります。例
えば、どこの国でも実施したことのないようなことを早急にテスト的に
小規模でやるような場合です。そして、そのテストが成功したときに
は、成功した実績をもとに本部にスムーズに承認を得るようなことも
あります。

ただし、これは失敗したときのいろいろなリスクを考えると、その責任
者がある程度腹をくくらないとできないですね。

グローバル企業あるある、外資
系企業でよくあること（その１６）：
本部・本社のガバナンスが強い

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ

https://toyoshisatoh.jp/global_company/global-company-16/
https://toyoshisatoh.jp/
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• 本部・本社のガバナンスが強い－２

グローバル企業は本部・本社にて基本事業戦略などを策定して、そ
れを現地法人が実行していくことが多いと思います。ただし、本部で
策定したものがすべての国で適応できるかどうかは別の問題です。

つまり、本部から現地では全くそぐわない事業や業務を始めるように
または事業戦略を守るように押し付けられたりもします。この場合は
どのようにして断るかを考えなければなりませんが、基本的に本部・
本社の権限が大変大きいため簡単には断れません。そのための理
由などを理路整然とまとめる必要があります。日本人なら当たり前の
こととして理解できることでも丁寧に説明しなければなりません。

しかし、このように説明をしてもなかなか理解・承諾してもらえない場
合も多々あります。そのような場合は、指示されている内容がわから
ないふりをするまたは少しずつでも進めているふりをしたりして実行
を引き伸ばす作戦を使ったりすることもあります。そうしているうちに
状況が変化し指示が撤回されたり変更されたりして結局やらずに済
むこともありますので、辛抱強く対応していると最終的に現場の意向
通りにできることもあります。つまり、時が問題を解決することもあり
ますね。

グローバル企業あるある、外資系企
業でよくあること（その１７）：本部・本
社のガバナンスが強い－２

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ

https://toyoshisatoh.jp/global_company/global-company-17/
https://toyoshisatoh.jp/
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• 株主優先

日本の大企業でも同じだと思いますが、グローバル企業は株主を大
切にします。

もちろん株主だけではなく顧客・従業員・取引先などすべてのステー
クホルダーも重要ですが、特に株主について本社の経営陣は大変
意識をしています。

株主を満足させるためには会社業績が良くないといけないので、や
はり短期業績が重要になってきます。ヨーロッパの会社なのでアメリ
カの会社と比べると比較的長期的な業績も重要視していると思いま
すが、それでも長期的に業績を伸ばすために今期の業績を犠牲に
することはありません。

ただし、グローバル企業は全世界での業績が評価されるため、たと
え各国の業績にばらつきがあってもトータルで業績が良ければよい
ので、たとえ業績の良くない国でも長期的な観点から評価できると思
います。つまり、各国の現地法人は本社から見れば一事業部のよう
なものですので、長期的な戦略を実行しやすいと思います。

ところが、本社では売上・利益の大きい国が尊重されるので、各国の
社長は自分の評価もあるため短期的な業績を求めます。その結果、
長期的に業績が悪くなる可能性もあるかと思います。現場の社員と
してはたとえ一時期業績が悪くても現地法人の存続が最優先ですか
ら、個人的にはもう少し長期的な観点でも仕事をしたいと思っていま
す。

グローバル企業あるある、外資
系企業でよくあること（その１８）：
株主優先

IT部門一筋：佐藤豊史（さとうとよし）のブログ

https://toyoshisatoh.jp/global_company/global-company-18/
https://toyoshisatoh.jp/
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私自身がグローバル企業で実際に働いているなかで、私なりに「あるある」と思う

ことやこれは特徴的ではないかなあと感じたことを書いてみましたが、いかがだっ

たでしょうか。

今回紹介したことが、外資系企業への就職を検討している方や、そこで活躍した

いと考えている方の参考になればと思います。

なお、外資系企業といっても会社によってそれぞれ異なるかと思いますし、人それ

ぞれ感じ方は違うと思いますので、他のグローバル企業で働いておられる方は、

また違った感じ方や捉え方をされているかもしれませんね。

もし、何かご意見があれば、少しでもコメントいただければ幸いです。

おわりに

https://toyoshisatoh.jp/

お問い合わせ

CTA GOES HERE
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